
自社課題解決講座

本講座は、個別最適から全体最適を目指す企業、または全体最適の強みをベースに新市場に挑戦する企業を対象に具体的なアクション
プランの立案を行う講座です。このステージで発生する問題の大半は、立場の違いによる意見衝突であり、俯瞰的視点と意見の正しい
発散と集約が必要になります。DX の専門家を交えて、グループディスカッションを行うことで具体的なアクションプランを模索すると
共に、毎回の議論の振り返りを行う事により、参加者のファシリテーション力向上を目指します。

お申し込み・概要は裏面へ ▶

会場11.4 13:30～17:00
2025. tu

e

富山県総合情報センター～ （開場 13:00～）

（富山県富山市高田 527）（全7回）

無料
定員 10名程度定員 10名程度

参加

本講座対象者
既存事業 新規事業

個別最適 全体最適 既存業務延長 完全新規
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DX が推進できる体制や基礎的なリテラシーを学ぶ段階。
データリテラシー、論理思考、DX ビジョン策定などが代表的。

既存ビジネスの特定業務において IT による効率化・生産性向上・
コスト削減段階などを目指す段階。所謂、部分最適。
ペーパーレス化やチェックシート導入が代表的。

収益に大きく直結する既存ビジネス全体の業務改革や付加価値向上。
所謂、全体最適。ERP導入や全社BI、IoTによる全体業務連携が代表的。

本来の目的である「新たな顧客価値創出」を実現する段階。
仮想上での業務シミュレーションや、異業種への仕事の展開などが代表的。

①

②

③

④

【Lv.0】DX 準備（DX 準備領域⇒DX 推進領域）

【Lv.1】デジタイゼーション（アナログ⇒デジタル）
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DX準備ターゲット層

DZ
ターゲット層

DLZ
ターゲット層

DX
ターゲット層

真のDX実現
（新たな顧客価値創造）

従来のIT化領域
DX推進領域

DX準備領域

【Lv.2】デジタライゼーション（部分最適⇒全体最適）

【Lv.3】デジタル トランスフォーメーション（価値創造）

納得できる落とし所はどこだろう？

ファシリテーション力向上

目標を KPI に落として行動しよう

具体的アクションプランの立案

部署じゃなく、会社全体で成果を！

個別最適から全社最適へ



スケジュール

お申込み方法

講師紹介　
富山県出身。 独立系 IT 企業（受注側）、メーカー系 IT 企業（発注側）にてシステム設計・開発に従事。その後、
マネジメント専門のコンサルファーム（中立側）にてプロジェクトマネジメント業に勤しむ。
2014 年に富山に U ターン。北陸コカ・コーラボトリング㈱のシステム子会社である㈱ヒスコムに入社後、
2021 年に同グループ内の GRN ㈱内にコンサルティング部門が新設され、立上げメンバーとして同部門へ転籍。
県内企業に対して DX の考えをベースとした組織づくりやプロセスづくりのコンサルティングを行う。その後、
2024 年に更なるシナジーを求め、正栄産業㈱に転職し現在に至る。

SHOEIgroup コンサルティング事業部

林崎 弘

主催　とやま DX コンソーシアム　　　企画・運営　正栄産業株式会社 / 株式会社北陸銀行

※第 1 回から第 6 回まで通してのご参加を想定しております。

プレワークショップ

 11/4(火)
13:30～17:00

セミナー室 AB

第 1回講座 第 2回講座 第 3回講座 第 4回講座 第 5回講座 第 6回講座

 11/18(火)
13:30～17:00

第1・第 2 会議室

 12/2(火)
13:30～17:00

第1・第 2 会議室

 12/16(火)
13:30～17:00

セミナー室 AB

 1/13(火)
13:30～17:00

第1・第 2 会議室

 1/27(火)
13:30～17:00

第1・第 2 会議室

 2/10(火)
13:30～17:00

第1・第 2 会議室

講座内容

こちらの QR コードより
お申し込みください。

お電話でのお問合せ・お申込み専用フォームからのお申し込み

正栄産業株式会社  担当：林崎
080-8699-8495◀

あるべき姿
と

経営戦略

財務視点

顧客視点

プロセス視点

人的資本経営視点

財務的な成功方法の
把握・分析

顧客評価の定量化と
顧客起点での状況分析

顧客満足に繋がる
業務プロセスの構築

業務プロセス遂行に必要な
スキル、体制の仕組み化

財務視点

顧客視点

プロセス
視点

人的資本
経営視点

クレームが
再発しない

01 02 03課題の考え方を学び
現状を共有し、改善の仮説をたてる

仮説の中身を深掘りし
やるべきことを構造化する

あるべき姿から全体像を描き
仮説の関係性を見出す

クレームが
再発しない

株式会社北陸銀行  担当： 福井
076-461-3196

  

毎回の議論の振り返りによる、ファシリテーテョン力向上


